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銅山調査で思うこと 

松尾健二（会員） 

 銅山との出会いは、1990 年代に福岡県糟屋郡久山町で文化

財保護条例請願のため分布調査をしていたところ銅滓散布地

に出くわしたことが始まりでした。 
これはなんだ？ いつごろのもの？ 好奇心が芽生え「調べて

みよう。とことん、又は適当に」、こんなスタンスで今日に至

っています。 
 ところで、日本の産銅には三つの躍動期があります。①奈

良時代、②江戸時代、③明治時代以降がそれです。現在、久

山町で目にする銅山遺跡は戦時中のものですが、時代はいつ

まで遡られるのでしょうか。戊戌（つちのえいぬ）の年すな

わち 698 年に糟屋地方の有力者が造ったという梵鐘（京都妙

心寺）の銅は、どこで手に入れたのでしょうか。奈良の大仏に使われた銅の原産地が、山口県

美祢市美東町の長登銅山だと分かったのは、山中での奈良時代の須恵器採集がきっかけでした。 
久山町でも猪野銅山付近の畑で須恵器の小片が採集されたり、久原銅山横の溜池からも須恵

器が出ていますが、何れも銅山との関連ははっきりしていません。しかし最近、久山町が国指

定を目指している中世の山岳寺院であった首羅山遺跡（文化審議会答申済）から銅滓が発掘さ

れ、ここでは平安から鎌倉時代には既に銅との付き合いがあったことが分かりました。詳しい

ルーツ探しは町の発掘調査に期待するとして、私は今後の課題を以下のように考えています。 
 
１、久山レイクサイドホテル付近の高橋池散策道整備と銅山遺跡とをドッキングさせる（散

策道は、糟屋郡篠栗町の九州大学演習林蒲田池が参考になる）。久原銅山の調査報告書・ガイド

ブックの作成（写真・平板測量・坑口位置の地図落し・ＧＰＳ）。 
２、山口県の長登銅山文化交流館「銅山まつり」や「奈良登り友の会」に参加して、久山町

で生かせるものは生かす（この交流館の取り組みは優れている）。 
３、犬鳴山系の銅山跡を全体的に把握する。福岡県古賀市の登山団体が坑口の場所など情報

を持っています。 
 
炭鉱と違い、銅山調査は山中を広く歩き回ることが宿命です。山は色んな意味で恐く危険で

す。何とか仲間を募り、基礎的な分布調査を成就させたいと考えています。 
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【研究発表】 

 旧植民地資料室（宇都宮大学附属図書館）に見た「九州日満鉱業技術員養成所」 

松本幸一（九州国際大学） 

1.はじめに 
宇都宮大学附属図書館内の旧植民地資料室

（写真 1）に、九州日満鉱業技術員養成所（以

後「九州養成所」と書く）の記録が残ってい

る。1990 年頃からまとめられた原正敏（東大

名誉教授）氏による、満州国技術員・技術工

養成学校資料が寄贈されており、その中に「九

州養成所」所生日誌をはじめ、卒業生への聞

き取りメモなどが現存されている。今回の訪

問目的は、「九州養成所」の姉妹校である秋田

日満技術工養成所（以後「秋田養成所」と書

く）・酒田日満技術工養成所（以後「酒田養成

所」と書く）との比較、特に満州国への就職

者数の比較を、若干の歴史的考察を加え小考

することにある。 

 
写真 1 旧植民地資料室 

 
写真 2 宇都宮大学附属図書館 

2.「九州養成所」概略 
直方市立第三中学校の敷地内に、「九州養成

所」の追憶碑がある（写真 3）。「九州養成所」

は 1939 年に直方市の鉄工組合事務所内を仮

校舎とし、1940 年に現直方三中と同じ場所に

新設（写真 4）された、採鉱科を中心とする

三年課程の中等教育機関であった。1940 年 8
月からは、財団法人日満鉱工技術員協会が管

理者となり、その協会下におかれた三つ有っ

た内地学校の一つである。 
「九州養成所」は、先にあげた姉妹校「秋

田養成所」（1938 年設立）の次に設立され、

「酒田養成所」（1940 年設立）は最後に設立

されている。終戦で「秋田養成所」「九州養成

所」「酒田養成所」ともに廃校となったが、「九

州養成所」は筑豊鉱山学校へ統合され学生が

離散しない様配慮が行われていた。九州石炭

鉱業会が「九州養成所」買い取りを行い、両

校を合併後 1946 年「九州養成所」は筑豊鉱

山工業学校西校となった。その後、1947 年学

制改革を経て西校学校敷地を直方市へ移管し

た。直方市立直方第三中学校と改組され、転

校希望者は希望通りの学校へ移り、残留希望

者は新制中学生としてのスタートを切った。 

写真 3  直方市立第三中学校にある九州

日満鉱業技術員養成所追悼碑 
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地図 1 JR 新入駅（筑豊本線）東方に直方市

立第三中学校がある 

 
3.就職先の比較考察 
1942 年 3 月上旬、「九州養成所」の一期生

卒業式が行われ、約一週間の準備期間を経て

満州の就職先へと向かった。「秋田養成所」の

卒業生と一緒に渡満しており、「九州養成所」

からは採鉱科 63 名と鉱山機械科 27 名で計

90 名が、引率職員 2 名とともに海を渡ってい

る。当時の就職企業一覧「九州養成所」第一

期生と「秋田養成所」第二期生のまとめたも

の（表 1 左）を比べながら、同時に二校の学

生とも渡満した就職先には、どのような特徴

が見られるか考えてみたい。また、「酒田養成

所」の就職先も、同時期ではなく一年遅れの

一期生ではあるが、比較参考資料として掲載

した（表 1 右）。 
まず、「九州養成所」卒業生の就職先で目

を引くところが、満州重工業開発株式会社

（以後「満業」と書く）入社人数である。「満

業」は満州国の特殊法人で、満州国内の鉱工

業を一元管理する目的で設立された持ち株

会社であった。由来は、1937 年に日本国内

にあった日本産業を、満州に移転・改組させ

成立させた会社である。また「満業」は、南

満州鉄道から昭和製鋼所や満州炭鉱の譲渡

を受けて、それぞれを傘下に収めていた。従

って、「九州養成所」の卒業生過半数以上が

「満業」グループへ就職していたことがわか

る。ところで、比較参考資料として示した「酒

田養成所」と並べ比べてみると、通しナンバ

ーでわかる通り、各養成所卒業生の就職先が、

重ならないように工夫されている。財団法人

日満鉱工技術員協会が、計画的に満州国内の

企業へ就職せしめたことと思われる。どの地

域や企業にも幅広くいる（移民した）職工を、

指導するための技術者として分散させたの

であろう。

 
写真 4. 九州日満鉱業技術員養成所 全景 
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表 1.「九州養成所」「秋田養成所」「酒田養成所」卒業生就職先 

 
（注）「九州養成所」卒業生数が、本文と表 1 では 1 名食い違いがある（不明）。 

「九州養成所」 「酒田養成所」
第一期生 第一期生

No 就職先企業名（株式会社） 就職者数 No 就職先企業名（株式会社） 就職者数
1 満州重工業開発 21 1
2 満州鉱業開発 15 2
3 昭和製鋼所 14 3 昭和製鋼所 6
4 満州石油 11 4
5 満州炭礦 10 5 満州炭礦 3
6 本渓湖煤鉄 9 6 本渓湖煤鉄 5
7 南満州鉄道 6 7 南満州鉄道 9
8 満州採金 3 8
9 満州洋灰 2 9

10
11
12 満州三菱機器 3
13

「秋田養成所」 14 日満鋼材 1
第二期生 15

No 就職先企業名（株式会社） 就職者数 16
1 17 満州通信 2
2 満州鉱業開発 3 18 満州製糖 1
3 昭和製鋼所 11 19
4 満州石油 5 20
5 満州炭礦 5 21 満州重機 5
6 本渓湖煤鉄 9 22 満州航空 5
7 南満州鉄道 14 23 満州飛行機 5
8 満州採金 1 24 満州電線 4
9 満州洋灰 3 25 満州電業 4
10 大同清酒 5 26 満州軽金属 3
11 満州鋳剛所 2 27 満州車両 3
12 満州三菱機器 2 28 満州工作機械 16
13 奉天造兵所 9 29 満州富士電気 3
14 日満鋼材 3 30 満州鉛礦 2
15 満州硫安工業 5 31 満州工学工業 2
16 鞍山鋼材 5 32 満州電気化学 2
17 満州通信 5 33 満州電電 2
18 満州製糖 3 34 満州内燃機 2
19 協和工業 2 35 満州日立製作所 1
20 満州礦工技術員協会 2 36 久保田鋳鉄管 1

37 栗本鐵工 1
38 奉天製作所 1
39 満州合成ゴム 1
40 満州石炭液化 1
41 藤倉工業 1
42 満蒙毛織 1
43 大同洋灰 1
44 満州中央銀行 1
45 満州進和商会 1
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ただし問題点が無かったわけではない。各

養成所は、設立当時甲種実業学校と同等の待

遇を、就職時に受けることを宣伝文句に謳わ

れていた。実際のところ、就職後には期待通

りには行かなかったという。もちろん、賃

金・身分等を甲種実業学校卒と同等扱いして

きた企業も少なくなかった。しかし、企業の

努力だけではどうにもならない、青年学校へ

の就学義務が立ちはだかっていた。1935 年

に設置された青年学校は 1939 年から、満 19

歳未満の男子には就学義務が課されていた。

「九州養成所」「秋田養成所」そして「酒田

養成所」の卒業生は、青年学校本科三年生終

了と同等とみなされ、あと二年間青年学校へ

の就学が義務付けられていたのである。 

戦時中の企業は、青年学校への通学を好ま

なかったのであるから、卒業生の待遇は自ず

と悪くなることは見えていた。その後、1944

年の戦局が悪くなる過程で、工業学校の増

設・転換が促進されたため、甲種実業学校の

への移行が各養成学校とも認可された。晴れ

て、昇格して後一年後終戦を迎えると同時に、

廃校の道筋をたどる結果となった。 

「九州養成所」卒業生は、その後日満会な

どで旧知を深める機会を得ているが、高齢化

が進み学校の歴史や卒業生の軌跡など、次第

にわからなくなってきている。これらの記憶

を忘れ去ることが無いよう、今後も「九州養

成所」の埋もれた特徴について報告を続けて

行きたいと思う。 

 

参考資料 
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【報告】 

旧松本邸ビアガーデン懇親会 

市原猛志（九州産業大学） 

 梅雨も明け暑さも増した 2012 年 7 月 28

日、かねてより要望のあった企画として、国

指定重要文化財の西日本工業倶楽部（旧松本

健次郎邸）にて行われている夏季ビアガーデ

ンに合わせ、本会主催のイベントを開催し

た。当日は祭りシーズンのさなか、新会員を

含めた 8 名の参加者を迎え、賑やかな雰囲気

でビールとともに夏の暑さを楽しんだ。 

 会場は旧松本邸の庭園部分と建物の一部

を利用しており、ビールやワイン、日本酒な

どの幅広い酒や肉・魚などの料理とともに重

要文化財の建物の内装をも楽しむことが出

来、単なるビアガーデンにはとどまらない本

会ならではの趣向ではなかったかと思う。夏

の夜にひときわ映える洋館の明かりは、酒を

進ませるには十分と言えよう。 

当日は奇しくも国指定重要無形文化財に

指定されている戸畑祇園大山笠の競演会が

行われ、ビアガーデンの帰りには提灯山笠の

優美な姿をも楽しむことが出来た。混雑した

街路ではあったが、思わぬ趣向に歓声をあげ

る会員も多かった。好評であったこともあり、

今後も産業遺産などを絡めた会員向けイベ

ントを行うことが出来ればと思う。 

 

【報告】 

しめの文化財ウォーク 

 

平成 24 年 11 月４日（日）の 10:00～12:00
に「しめの文化財ウォーク」を開催した。町

内外から定員の２０人が参加した。 
シーメイト（竪坑櫓前）に集合し、旧志免鉱
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業所竪坑櫓（国指定重要文化財）～志免鉱業

所跡竪坑及び第八坑関連地区（県指定史跡）

～志免町産業遺産収蔵庫～を見学。バスにて

須恵町新原公園に移動し、海軍炭鉱創業記念

碑などを見学した。 
要所で説明があるフリーウォーキングの形態

で遺跡を歩き、志免の魅力を再発見した。 

 
【書籍紹介】 

J-heritage･編『産業遺産の記録』 

砂場一明（事務局長） 
全国 39箇所の産業遺産を分類別に編集し、

その遺跡風景をあらゆる角度から撮影した写

真集『産業遺産の記録』が出版された。「記録」

とあるように、既に失われたものや、特別に

許可を受けて撮影された遺構等も収録されて

いる。豊富なカラー写真と共に、その来歴と

遺産としての価値が記事で詳しく解説されて

おり資料としても貴重であろう。「廃墟から産

業遺産へ」と題した座談会も末尾に掲載され

ていて、興味深く面白い。単にいわゆる廃墟

マニア向けだけでない、広く文字通り産業遺

産を扱った重宝な一冊になっている。なお本

書には九州産業考古学会会員も特別協力して

いる。（ISBN：978-4861995385 2012 年 10
月、三才ブックス発行、定価：本体 1524 円

＋税）。 
 

■■会報第１８号・目次■■ 

今後の予定 会費納入・ご寄付のお願い 

 当会は年会費を個人会員 2000 円、団体会員は 5000

円徴収しています。当会の趣旨をご理解頂き、会費納

入・ご寄付の程、宜しくお願い申し上げます。 

 会費納入・寄付先口座（一覧） 

 ・ゆうちょ銀行 17430-88882241  

  キュウシュウサンギヨウコウコガツカイ 

  ・福岡銀行大牟田支店（店番 691） 

  普通 1914369 九州産業考古学会 

12 月  

H25/ 

1 月 

新年会（会場未定） 

2 月  
冬季 大神回天基地跡見学会(大分

県日出町) 

 会報 19 号発行 

＜編集後記＞ 

 創刊号から編集に関わってきたが、おそらくこれまでで一番刊行までの期日が短かった号で

はないか。ほぼ年 2 回の発行を基本としている会報ではあるが、本来ならば刊行回数も多くし

て情報提供しなければならない。人も時間も足りないまま何とか続けている。（市原） 

  九州産業考古学会事務局  〒811-3430  福岡県宗像市平井二丁目 12-1 砂場一明 気付 

TEL&FAX：0940-36-5501 E-mail：k-sunaba@jcom.home.ne.jp URL：http://kias.kilo.jp 
学会ＭＬ希望者は、上記アドレスもしくは Web 担当者（iota_titanus@yahoo.co.jp）まで連絡願います。 
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